日本４７０協会 全国理事会 議事録
開催日時：
2008年1月18日（金）18:30～

開催場所：
岸記念体育会館 会議室

出 席 者：
有馬、倭、渡邉、佐藤（秋本）、小島、秋元、浅原、信時、五味、戸張

委 任 状：
葛西（渡邉）、柚木（渡邉）、葛西（渡邉）、佐藤（渡邉）

欠 席 者：
小松、中村、恒川、加藤

議  題：
1. 日本セーリング連盟評議員

日本470協会代表のJSAF評議員を引き続き五味克博理事とすることで全員賛成。

今後は会議の内容を理事メーリングリストで伝達するようにする。

2. 計測スタンプについて

計測スタンプを作ることになったがその後の経過状況を確認できていない。

ERSの件もあり、大型艇と艇種別の計測の棲み分けをきっちりしないと後々問題が起こる。

3. ４７０クラス規則変更について

Ｏ／Ｒ旗の運用が８ノット以上でＯ旗、４ノット以下でＲ旗に変更になった。

英文と和文の解釈が１箇所違うところがあるので確認する。

スパー・フォイルのみ変更する場合の計測証明書での対応方法について、各レースにおいてまだ十分浸透していない部分がある。

現在の計測証明書にはマスト、ブーム、ラダー、センターボード、総重量のデータ記載欄が無い。これらについてはオーナーの責任の元で管理することとなる。

問題が出てくるのは総重量で、古い計測証明書には総重量の記載はあるが、スパー・フォイルを変更した場合、総重量が変わる可能性がある。従って、例えばマストを変更した場合、マスト単体で計測上問題なくても総重量で120kgを超えていないかを本来は再計測をしないといけない。

4. 事務局について

事務局担当は戸張房子理事、加藤理子理事とすることで決定。

5. 世界選手権について

１月２４日からメルボルンで開催される世界選手権でオリンピック代表選手が内定する。

オリンピック前後での協会側での支援スケジュールを今から確認しておく。
6. ４７０新モールドについて

オクムラボートで生産の安定供給、品質維持の観点によりモールドの更新をすることになった。新モールドの生産は平成20年1月受注分より適用される予定。デッキ形状は最新の艤装動向を反映するために形状の一部変更を織り込んでいる。

また、センター、ラダーについては、木製にFRP積層からモールドを使用し全FRP製品に変更することにより、安定した品質になる。その他アルミ鋳物一体型によるラダーヘッドの採用やルール改正にあわせた構造材料の見直しによる耐久性の向上が計られる。

また、素材価格の高騰による学連艇の値上げ要望については、艇体については学連の全国評議委員会に価格変更を提出する。運送費は全国一律であったところを地域で変更することとなった。

7. ２００８年全日本選手権大会開催地について

昨年11月の理事会で琵琶湖開催が決定しているが、レースエリアに「藻」が大量にあり、水深も浅く、全日本レベルのレースには不適ではないか、との意見が一部選手から出ている。近畿北陸の浅原理事より、レースエリアの移動可能性（琵琶湖で柳が崎以外を大会本部にするとハーバーや宿泊所のインフラがなく厳しい状況）および藻への対策（その年によって発生状況が変化）の説明があった。近北水域での琵琶湖以外の海面での可能性も検討されたが、それも運営艇等のインフラの側面から難しい。

全日本開催に向けての再調査を引き続きおこなって、次回理事会で琵琶湖でのレースエリアを決定する。

8. 会員決済システムの変更案について

信時理事より、現システムの問題点 – 入金確認と入会者情報整理に多大の手間と時間がかかり、会員登録した人にも迷惑をかけていること – の説明があった。

関東４７０や全日本４７０のエントリーに使用しているウェブサイト「スポーツエントリー」を利用してJSAF・４７０協会の会費支払を受け付けることで、入金確認のタイムラグを短縮でき、納入者（会員）のデータ管理がより簡単になる。コストも現状より安くできるので、２００８年度（2008年4月～2009年3月）からJSAF会員および４７０協会会員申込を「スポーツエントリー」に移行することとする。

ただし学連の団体申込はこのシステムで対応するのは難しいので現状ままとする。

9. その他

以上で理事会を終了した。

